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新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましてはつつがなく新しい年をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
　昨年は法人会各種事業にご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
また、昨年は入管法の改正により今後外国人労働者の受け入れ拡大に拍車がかかってくるかと
思いますが、グローバル化と言いますと今までは日本企業や日本人が海外へ出ていくことと思われ
がちでしたが、今後は内なるグローバル化として外国人向け生活環境の整備等が必要になって
くるかと思われます。米国のように国籍、民族等多種多様な人々が切磋琢磨し、新しい技術やビ
ジネスを生み出してくことが理想であり、法人会は多種多様な企業会員のネットワークがあり、こ
れを最大限活用して頂き会員企業が益々元気になることを期待致します。
　【いい出会い、地域に根ざす　本郷法人会】のスローガンのもと、本年度も会員の皆様と共に、本郷税務署の蝶名
林署長様を始め、署の皆様のご指導、ご支援を頂き申告納税制度の普及発展に努め、納税道義の高揚、社会貢
献、租税教育の更なる推進に取り組んで参りますので何卒ご支援・ご協力の程お願い申し上げます。結びにあたり会員
の皆様にとりまして、この新しい年がより良き年でありますよう心から祈念いたしまして、年頭の挨拶とさせていただきます。

本郷法人会 会長
加藤 高身

すべての世代の方々が心豊かに暮らせる
文京区の実現に向けて
　あけましておめでとうございます。
  本郷法人会の皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年も、未来を担う若い世代への租税教育を積極的に進めるなど、区の税務行政と地域社
会の健全な発展に向けてご尽力いただきましたことに、心から感謝申し上げます。
　本年は第３期「基本構想実施計画」における計画期間の最終年度を迎えます。基本構想に
掲げた「歴史と文化と緑に育まれた、みんなが主役のまち「文の京」」の実現に向けて、様々な世代を支える施策に全
力で取り組むとともに、本区発展の好機となる「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会」の開催に向け、魅力あ
る施策の展開を図ってまいりますので、皆様の一層のお力添えをお願い申し上げます。
　結びに、貴会会員の皆様方の益々のご発展とご多幸を祈念いたしまして、年頭のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶
　新年明けましておめでとうございます。公益社団法人本郷法人会の皆様方に謹んで新年の
お慶びを申し上げます。旧年中は、加藤会長をはじめ会員の皆様方には、税務行政の円滑な
運営に対しまして格別の御理解と御協力を賜り、心から感謝するとともに、厚く御礼申し上げま
す。会を挙げての皆様方の献身的なご努力に対しまして、改めて敬意を表しますとともに、私どもと
いたしましても、こうした活動に積極的に協力させていただき、貴会と手を携え歩んでまいりたい
と考えております。
　さて、まもなく所得税及び個人事業者の消費税の確定申告期を迎えます。本年よりＩＤ・パス
ワード方式により、マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタなしでのｅ－Ｔａｘの利用が可能となります。是非ともｅ－Ｔａｘ
による申告をご利用いただきますようお願い申し上げます。
　また、本年10月より、消費税が引き上げられるとともに軽減税率制度が導入されます。ほぼ全ての事業者の皆様に
影響のある改正となっております。スムーズな移行のために事前の準備をお願い申し上げます。
　最後になりましたが、会員の皆様方の御事業の御繁栄並びに御健勝を心から祈念いたしまして、年頭の挨拶とさ
せていただきます。

本郷税務署長
蝶名林 守

文京区長
成澤 廣修

  本年も宜しくお願い致します
2019 新年のご挨拶
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新年のご挨拶
　新年おめでとうございます。
　日頃から、本郷法人会の会員の皆様には、東京都の税務行政に深いご理解とご協力をいた
だき、厚く御礼申し上げます。
　さて、東京都では、東京２０２０大会の開催、その先に迎える一層の少子高齢化を見据え、首
都東京が、都民が希望と活力に溢れる、より高度な成熟都市へと飛躍していけるよう、全力で施
策に取り組んでおります。
　本年も私ども文京都税事務所は、適正・公平な税務行政を推進してまいりますので、皆様方
の一層のご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
　結びに、貴会の益々のご発展と、会員の皆様のご繁栄の年になりますよう、心より祈念いたしまして、新年のご挨拶と
させていただきます。

文京都税事務所長
入江 大

新年のご挨拶
　新年あけましておめでとうございます。本郷法人会会員の皆様におかれましては、健やかに新
年をお迎えのことと、お慶び申し上げます。昨年も法人会の皆様に東京税理士会本郷支部の
活動に対して、多くのご協力を賜り、心から感謝するとともに、厚く御礼申し上げます。
　さて、平成も最後の年となり、１０月には消費税の税率引上げと軽減税率の導入が予定され
ています。このような状況において、税理士会も制度内容についての周知を行い、事業者の皆
様にとってよき相談相手として貢献していきたいと思っております。
　結びに、法人会会員の皆様の益々のご発展とご多幸を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさ
せていただきます。

東京税理士会
本郷支部支部長

石黒 徹

東村 昭平（副会長）
激動の年が予想されます。厳しい時だからこそ、一致団結して頑張
りましょう。

大見 和男（副会長）
法人会は異業種の集まりです。参加することでいろいろな情報が得
られます。人の集まる所に情報ありです。

松尾 紀彦（副会長）
いよいよ想い出の多かった平成が終わろうとしています。私達法人
会も新しい時代と共に邁進していきましょう。

橋立 弘紀（副会長）
平成の年号が終わり、干支ですと最後の猪、終わり良ければ全て良
しと、今年は良い年にしていきましょう。

五十嵐 正樹（副会長）
今年は厚生組織委員会と女性部会担当となります。（予定）最善を
尽くすつもりですので、宜しくお願い申し上げます。

平出 信隆（副会長）
新年おめでとうございます。今年は年男猪突猛進。広い視野を持ち、
心も新たに頑張ろうと思います。

田中 元浩（常任理事・第 1支部長）
明けましておめでとうございます。本年は役員だけではなく一
般会員との交流の場を増やしたいなと思います。

山中 一江（常任理事・地区長）
新たな時代の幕開けの時。「彰往考来（過去を彰かにして未来を
考える）」　立ち止まり、ゆとりをもって前進する 1 年になれば
と思います。地域の皆様と共に、新たな一歩を始められたら幸
いです。

溝口 智正（常任理事・第 3支部長）
新春の御慶び申し上げます。本年は私の干支亥年です！ 72 歳
益々健康に留意し元気な諸先輩に習い、頑張ります。

吉田　博（常任理事・第 4支部長）
昨年は年末年始を病院で過しましたが、本年は小生の干支。猪突猛
進で一年を突きぬけたいと思っております。

増田　稔（常任理事・社会貢献研修委員長）
平成最後の年、皆様に多く参加して頂ける企画と、社会貢献活動
の充実に努力します。

柴山 修一（常任理事・税制委員長）
地域のコミュニティーと一体となって活動したい。心身ともに健康で
明るく楽しく生きていける環境を作っていきたい。

松下 和正（常任理事・広報委員長）
本年も税知識獲得と本業に役立つ広報誌を発行していきます ! 今
度こそ消費税を上げ財政再建への一歩を！　

塙　英幸（常任理事・青年部会長）
本年も皆様のお力添えをお借りしながら、租税教育活動をより
一層クオリティ高く行ってまいります。

今年の抱負を一言



　女性部会（飯村早苗部会長）が 12月11日（火）、
午後6時から湯島天満宮「梅香殿」にて毎年恒例の
「フラワーアレンジメント教室」を開催した。今年
の参加者は 32名。長くお花を楽しめるように「プ
リザーブドフラワー」と「アートフラワー」を使用し、
正面はオーナメントを使ったクリスマスの雰囲気

に、背面は水引や凧の小物を使ったお正月の雰囲
気と今までにないアレンジメントに挑戦し、終始な
ごやかな時間を過ごすことができた。
（女性部会員を募集しております。

詳しくは 3812-0595　山村まで）
➡

　第35回法人会全国大会が 10月11日（木）鳥
取市のとりぎん文化会館で開催された。当日は全
国から約1600名が参加した。大会
式典では小林栄三全法連会長（東法
連会長）による主催者あいさつ、藤井
健志国税庁長官による来賓あいさつ
の後、会員増強表彰式などが行なわ
れた。
　また、柳田道康全法連副会長・
税制委員長による平成31年度税制

改正に関する提言の趣旨説明などが行なわれた。
（P.10 ～ P.11掲載）

　平成３０年１１月８日（木）～９日（金）、岐阜県
岐阜市で開催された第３２回法人会全国青年の集
い「岐阜大会」に参加してきました。８日（木）は
各局連代表の１２単位会による租税教育活動プレ
ゼンテーションが行われました。趣向を凝らした
様々な活動が発表され大変参考になりました。最
優秀賞は石川県金沢法人会の【税の使いみち総選
挙２０１８」～繋がる租税活動】で、税の使いみち
を家族と一緒に考えるものでした。
　翌９日（金）の全国部会長サミット円卓会議では
「税の使途に関する検討会（財政健全化のための健
康経営プロジェクト）～日本の未来を担う子供た
ちのために～）」として「国の財政健全化」のために

各企業が「健康経営」へ取組む必要性について議
論をしました。「健康経営」は国の財政健全化だけ
でなく、企業の人材採用確保などにもメリットがあ
ることなど有意義な意見交換が出来ました。

▲大会の様子

▲大会の様子

▲あいさつする藤井健志国税
　庁長官

「フラワーアレンジメント教室」を開催
－女性部会－

法人会の活動

第35回 法人会全国大会（鳥取大会）が開かれる
－中小企業の成長を促す税制の確立が不可欠－

第３２回 法人会全国青年の集い「岐阜大会」に参加して
～未来を切り開く先駆けとなれ～　青年部会長　塙 英幸
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Activities

日帰りバス見学研修会を実施
－ヤマト運輸の最新物流施設を見学－

“税を考える週間”署長講演会＆特別講演会を開催
　社会貢献研修委員会（増田稔委員長）が“税を考
える週間”協賛行事の一環として「署長講演会＆特
別講演会」を11月14日（水）、午後1時30分より
東京ガーデンパレスに於いて開催した。第1部署長
講演会では蝶名林署長が「税務行政の現状と課題」
と題して国税庁の組織や任務と使命、軽減税率な
どについて説明された。また、第2部特別講演会で
は銀座クラブ「稲葉」のオーナーママである白坂亜
紀氏が「銀座のママに学ぶ、人間力、ビジネス力」

をテーマに日頃の心配り気遣いについて講演した。

　総務委員会（吉田久夫委員長）が 10月16日（火）
日帰りバス見学研修会を実施した。当日は午前8
時３０分に文京シビックセンターを出発し一路ヤマ
ト運輸の羽田クロノゲートに向った。途中車中で
は税金クイズや租税教育用のＤＶＤを上映、到着
後は担当者よりヤマトグループの歴史や集中管理
室の説明を受けながら施設内を見学その後、ヨコ
ハマグランドインターコンチネンタルホテルでのバ
イキングに参加者は舌鼓、
暫し休憩をした後、山下公
園や三溪園を散策して帰
路についた。

▲プリザーブドフラワーとアートフラワーを使ったアレンジメント▲講師の宮田花店、小俣スタッフから作製手順の説明を受ける参加者

▲講演をする蝶名林守署長（左）と白坂亜紀氏

▲ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテルのオーシャン
　テラスでのバイキングに舌鼓

▲羽田クロノゲート玄関前にて記念撮影

5



国と私たちを結ぶ税
文京区立本郷台中学校　第三学年　美尾 幸奈

　消費税が十パーセントになる。このことを聞いた時、私は「嫌だな」としか思わなかった。だが、今回この作文を書くことによっ
て私の税に対する思いががらりと変わった。
　私たち中学生が身近に感じる税といえば消費税である。でも、支払った消費税の行方は気にしたことがなかった。そこで、今
回の作文を通じて税の使われ方を調べてみることにした。私たちが払った税は日本のためだけではなく、世界のためにも使わ
れている。例えば消防署の救急活動がある。かつて、私の祖父は小腸がんを患っている時に意識がなくなり、それに気づいた
父が急いで救急車を呼んだことがある。そのおかげで祖父は意職を戻した。この時、まだ私は小さかったが、救急車の必要性、
そして救急車が来てくれることの有り難みを強く感じ、今も尚、その思いは残っている。緊急事態の時に無料ですぐに駆けつけ
てきてくれるのは私たちが払っている税のおかげだと分かると税に対しての「嫌」という気持ちは変わった。しかし、それと同時
に私たちの払った税は一体、国のお金のどれくらいを占めているのか疑問に思った。そこで国税庁のホームページを見てみる
と税金は六割を占めている。しかし、国民はこんなに税を払っていても、平成三十年度には国の借金が八百八十三兆円にもな
るといわれているので、それを返すために消費税を十パーセントに上げるのだとすれば、それは大切だと思う。ただし、消費税
をあげた際には、どうすればお金を有効活用できるのかも考えてほしい。
　そして、私はこの作文を通して税の使い方について提案したい。一つは外国に使っている、国同士の友好な関係を築くため
のお金や政府開発援助に使われるお金のうち、その一部を日本国内の問題のために使うほうが良いのではないか。今の日本
では少子高齢化が進んでいるために過疎化している地域が多くある。そういった地域にお金を支給したり、少子化している日
本の将来の負担を少なくするために今ある国の借金を返すことが大事だと思う。そうすることで、今遅れつつある年金の支給
を元の六十歳以上に戻せることができるようになる。
　さらに、私たち中学生をはじめとする税金の仕組みを知らない人に税金の使われ方をもっと教えてほしい。また、国の税金に
ついての方針を知らせてほしい。その動きによって若い人全員が税についてを把握することができ、将来の税金を使い方をより
よくできると思う。
　今回の作文を通して、税に対するイメージは「嫌」から「国のために自分がやれることの一つ」へと変わった。消費税があが
ることは確かに貯蓄が減るという意味では嫌かもしれないが、誰かを助けるため、国をよりよくするために払っていると思えば中
学生が国のためにできる少ないことの中の一つである。

税という送り物
文京区立第六中学校　第三学年　村上 愛海

　近ごろ、「図書館閉鎖」「図書館不要論」という言葉を耳にすることが多くなった。私はその言葉を聞くたび、心が痛くなる。
私にとって図書館は心の拠り所だからだ。
　学校、道路、医療費など私達の毎日に欠かせないものが税金で成り立っているということはニュースで学んでいたため、税
金のおかげで楽しく学校に通え、安心して病院に通えるのだと日々 感じていた。しかし、図書館の運営が税金で成り立っている
ことを知ったのは、中学校で税金の授業を受けた時だった。思いがけないプレゼントをもらったような気分になり、嬉しかった。
　私は図書館が大好きだ。図書館にいると穏やかな気分になる。本や資料を借りるために通う図書館だが、最近気づいたこと
がある。図書館にいる人々の年齢層だ。赤ちゃんからお年寄りの方まで図書館を利用している。日曜ともなると、同じ年代の学

平成30 年度 中学生の「税についての作文」

本郷税務署長賞

平成30 年度 中学生の「税についての作文」

本郷税務署長賞

平成30年度 中学生の「税についての作文」受賞作品
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税を払うこと
文京区立第六中学校　第三学年　伊藤 瑠華

　私は学校で税について学び、私たちがよく耳にし払っている消費税のほかにも、約五十種類もの税があることを知り、とても
驚きました。またそのことだけで、税がそれほど必要なものなのだと知り、興味がわきました。
　学校から頂いた税の冊子を見てみると、「東京都の歳出における教育費」の半分以上が小中学校費にあてられていました。
そして机や椅子、教科書などもその中の税金によって作られていました。そこで私は机や椅子は何十年も使われ続けているの
に、教科書はそうではないことに気づきました。今日本は国としてとても豊かで、一人一冊の教科書が当たり前です。そして使わ
なくなれば皆が捨ててしまいます。ですが世界にはそうではなく、きちんと一人一人が教科書を大切に使い、次の代に引き継い
でいく国もあると、聞いたことがあります。今の日本での教科書の使い方はもったいないと思います。使わないのであれば親戚
や年下の子にあげたり寄付できる場を設けたりして、教科書を無駄に作らなくていい分、災害復興費や他の事に税を使えばい
いのにと思いました。たったの一～三年ほどで一人一人の払ったお金を毎年沢山すてられてしまうのはもったいないことです。
　次に日本の「現役世代が年金世代を支えるしくみ」に着目しました。資料によると年金世代一人に対する現役世代は、
一九七〇年には九・八人、二〇〇〇年には三・九人となっています。また二〇三〇年・六〇年の推計では、一・八人、一・三人と
なり、年々現役世代の割合が減少していることがわかります。つまり将来になるにつれて、年金世代を支える現役世代の負担
が重くなっていくということです。これは、今十代でこれから社会で働くことになる私達にとって、とても辛い状況だと思いました。
　現在日本では再び税率の引き上げが行われようとしています。またそのことに、多くの人の不満ばかり口にしている様子が見
られます。ですが私は不満を言ってはいけないと思います。そうした事を言えるのは、先に言った日本の状況を考えていないか
らです。もっとたくさんの人が税率引き上げの理由を知り前向きに協力していくべきです。むしろ私はまだ現役世代が多い間に
さらに税率引き上げをし、将来のための貯金をするべきだと思いました。
　私は今回の機会で初めて、税について深く考えることができました。また学校だけでなく、上下水道や道路・信号、農・漁業な
ど、税金がなくては成りたたないものが身の回りにたくさんあることを知ることができました。今まで以上に、安全で快適に過ごせ
ていることに感謝し、形のあるものは大切に使っていきたいと思いました。．
　税を払うことは、全員がお互いの生活を助け合うことだと考え、税の大切さに気づくことができ、良かったです。

生や、平日に図書館に来られない人達まで訪れるため、様々な年齢層の人達であふれている。核家族で育った私には、様々な
年齢層の人達と同じ空間を共有することで、第二の我家に帰ってきたような暖かい気持ちになり、とても安心する。それは他の
利用者も同じではないだろうか。乳児を抱え大変そうにしている親子を助ける人達、困っているお年寄りに助けの声をかける
人達、毎日年齢を超えた会話がそこでは繰り広げられている。図書館という場所が、本を借りる場所から、地域のコミュニケー
ションの場へと広がつていると感じた。このように、図書館は地域の活性化にも役立っている。
　「消費税が上がると生活が苦しくなる。」、「私達が納めている税金はどこに消えているの？」という言葉は、税金がどのよう
に使われ、私達にどのように還元されているのか理解していないため出てくる言葉かもしれない。税金の種類は多く、歳出の内
訳を全て理解することは難しい。しかしそんな時、私にとっての図書館のように、身近な例を探していけば私達の生活がいかに
税金で支えられているかを再確認し、納税に対する意識が変わっていくのではないだろうか。納税とは私達国民の義務であり、
その税金によって私達は安全で豊かな毎日を過ごせている。
　高齢化社会が進むとともに、私達若い世代が納税者の中心となっていく。幼い頃から納税の仕組みや税金の恩恵を理解し
ていけば、大人になった時、税金を納めることをためらわなくなり、進んで納税する人が増えるだろう。今の私は大人の方が納
めた税金によって生活ができている。自分が大人になった時、その恩返しができるよう進んで税金を納めたい。そして誰かの第
二の我家を守っていきたい。

平成30 年度 中学生の「税についての作文」

公益社団法人 本郷法人会 会長賞

平成30年度 中学生の「税についての作文」受賞作品
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納税表彰式が開かれる
　平成30年度納税表彰式が11月19日（月）、午後3時より文京シビックホールに於いて開催され、下記の方々が受彰の栄に
浴されました。受彰された方々に心よりお慶び申し上げますとともに、今後ますますのご活躍をご祈念申し上げます。
　また、納税表彰式に続いて税に関する作品表彰式が行われました。

 本郷納税貯蓄組合連合会　会長賞
税金の使われ方    学校法人駒込学園駒込中学校  第 3学年  岩村　康生
税と国際協力     東京都立小石川中等教育学校  第 3学年  田中磨由子
私の周りの税　    学校法人桜蔭学園桜蔭中学校  第 2学年  中本　有香
西日本豪雨を通して    文京区立第六中学校  第 3学年  古田　千珠
私達が残すもの    文京学院大学女子中学校  第 3学年  三浦　優希
納税で変わる未来    文京区立文林中学校  第 1学年  屋辺　楓花

 本郷税務署長賞
国と私たちを結ぶ税    文京区立本郷台中学校  第 3学年  美尾　幸奈
税という送り物    文京区立第六中学校  第 3学年  村上　愛海

 東京都文京都税事務所長賞
税金と私たちの責任　    文京区立第九中学校  第 3学年  坂本　華奈

 文京区長賞    
税で貢献     文京区立本郷台中学校  第 3学年  小野樹里実

 東京商工会議所文京支部　会長賞
ふるさと納税の機能性    学校法人郁文館夢学園郁文館中学校 第 3学年  佐久間稀美

 本郷彰友会　会長賞
森林と税金     文京区立第八中学校  第 3学年  渡邉　　開

 東京税理士会本郷支部　支部長賞
「ある」ために「いる」    文京区立第六中学校  第 3学年  志内　悠真

 一般社団法人本郷青色申告会　会長賞
税金で幸せな生活を    文京区立本郷台中学校  第 3学年  大澤　優来

 公益社団法人本郷法人会　会長賞
税を払うこと     文京区立第六中学校  第 3学年  伊藤　瑠華

 本郷間税会　会長賞
3028億     文京区立第六中学校  第 3学年  加藤　　鈴

 本郷小売酒販協議会　会長賞
未来への期待     文京区立第六中学校  第 3学年  鳴海　　碧

 東京国税局管内納税貯蓄組合連合会　優秀賞
ロボット税との共存    文京区立第六中学校  第 3学年  布施　宏樹

 全国納税貯蓄組合連合会　学校感謝状
文京区立本郷台中学校

平成30年度 中学生の税についての作文 受賞者 （敬称略）

平成
30年度

東京国税局長表彰 税務署長表彰 税務署長感謝状

橋立 弘紀 氏
（副会長）

塙　英幸 氏
（常任理事・青年部会長）

吉田 久夫 氏
（常任理事・総務委員長）

飯村 早苗 氏
（常任理事・女性部会長）

小安 徳長 氏
（青年部会監事）
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本郷法人会女性部会長賞
弦巻 もも さん

（駕籠町小学校 第６学年）

本郷法人会会長賞
尾上 怜 さん

（駕籠町小学校 第５学年）

本郷税務署長賞
山口 楽々 さん

（誠之小学校 第６学年）

文京区長賞
鈴木 千尋 さん

（本郷小学校 第６学年）

文京都税事務所長賞
齋木 夏乃 さん

（本郷小学校 第６学年）

選考会の様子文京シビックセンター区民広場に展示する
女性部会長（左）と事務局職員

税に関する絵はがきコンクールの表彰式

駕籠町小学校　第5学年　井出 あお

駒本小学校　　第5学年　福永 修也

駒本小学校　　第6学年　佐野 　凪

駒本小学校　　第6学年　岡 莉恵子

汐見小学校　　第6学年　上田 有莉沙

汐見小学校　　第6学年　山口 菜々

昭和小学校　　第6学年　高山 千宙

誠之小学校　　第5学年　植松 佳音

誠之小学校　　第5学年　川元 　昴

誠之小学校　　第5学年　岸 　優香

誠之小学校　　第5学年　大野 夏実

千駄木小学校　第5学年　関原 梨乃

千駄木小学校　第6学年　福田 暖笑

根津小学校　　第6学年　土屋 明日香

根津小学校　　第6学年　戸邉 頼人

本郷小学校　　第6学年　益田 侑奈

本郷小学校　　第6学年　峯嶋 　

本郷小学校　　第6学年　山本 達己

本郷小学校　　第6学年　峯嶋 　純

湯島小学校　　第6学年　龍ノロ 十音

第9回 税に関する絵はがきコンクール 受賞作

平成30年度「税に関する絵はがきコンクール」優秀賞 （敬称略）
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法人会では公平で健全な税制の実現を目指して会員企業の意見や要望を反映しながら、税のオピニオンリー
ダーとして税のあるべき姿や将来像を見据えて建設的な提言を行っております。

11



税務署だより tax offi  ce message
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都税事務所だより metropolitan tax offi  ce message
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本郷地区に下宿・旅館文化が花開く
先駆けとなった老舗

　かつて本郷一帯では、主に東京帝国大学の
学生らを対象にした、昔ながらの木造の下宿屋
兼旅館が数多く営業していた。
　これらの建物が本郷に集中するきっかけを
作ったのが、明治37（１９０４）年に種田朝太郎
によって始められた「朝陽館」である。岐阜県
の根古地村（現在の養老町）で農家の長男とし
て生まれた朝太郎は、結婚して上京ののち、地
方から出てきた学生のための下宿屋を本郷弓町
（本郷一丁目）に開業。お茶の水周辺など近隣
に続々と私立大学が開校し、通学に便利なこと
から、東大生ばかりでなく私大生たちにも利用
されるようになった。
　まだまだ下宿屋の需要が伸びると考えた朝
太郎は、次弟の荒次郎を故郷から呼び寄せて
「朝陽館支店」（のちの「真成館」、現在は廃
業）を始める。大正時代に入ると、末弟の忠四
郎が上京、朝太郎が経営する神田の「美土代
館」に住まわせて下宿屋修業をさせたのち、下
真砂町（本郷四丁目）の下宿屋を買い取り「朝
盛館」として経営を任せた。「朝盛館」は関東
大震災で焼失するが、別の土地に再建し、「朝
明館」と名を変えた。さらに昭和の初めに「朝
陽館」に隣接する「本郷館」を買い取り「朝陽
館分店」とし（のちに名称を「本郷館」に戻す）、
次男の公夫に経営をさせた。
　さらに、朝太郎の義兄である小池義夫の長
男・英夫が種田兄弟を頼って上京し、やはり本郷

にあった「鳳明館」を買い取って営業を開始。の
ちに英夫は息子たちに三つの別館を任せるよう
になる。こうして本郷一帯は、種田家の親戚縁
者が経営するものを中心に、学生相手の下宿屋
や旅館があちこちに立ち並ぶようになった。
　朝太郎の孫で、「朝陽館」三代目主人の種
田守宏さんは、「子供の頃に祖父の兄弟や甥・
姪ら一族が、月に一回ほど集まって何やら話し
合っている姿をよく覚えている」と当時の様子
を振り返る。「当時は大八車を引いて河岸へ行
くなど、共同で仕入れなどをしていたようです。
その仕分けや精算をここで行い、その後で四
斗樽を開けて、みんなで飲んでいましたね。そ
れぞれ経営は別でしたが、協力して仕入れたり、
お金の貸し借りなども行ってやりくりしていた
のでしょう」。

かつては修学旅行の宿、
近年は外国人旅行客に人気

　こうして本郷地区における下宿屋の先駆け
となった「朝陽館」は、開業当初は２階建てで
40人ほどの学生が下宿していた。また「御下
宿・御旅館」という看板を掲げて旅館も兼業し
ていた。その後、長い歴史の中で増築や改築
等を行ったが、建物の一部は昔のままで、関東
大震災にも耐えて空襲にも焼け残った。
　戦後になってからは、旅館専業となった。昭
和20年代の後半には、漫画家の手塚治虫が、
いわゆる部屋に「カンヅメ」になって仕事をし
ていたこともあったという。
　「私が父親から経営を引き継いだのは、大学
卒業してすぐのことでした。高度成長期の修学
旅行が盛んになったころで、日本各地から多く
の学校がやって来ました。当時は昼の弁当も含
め１日３食を旅館が用意するのが普通で、寝る
間が無いほど忙しかったですね」。その後しば
らく業績は好調だったが、近年は少子化で修
学旅行生が減少するとともに、気軽なホテルで
の宿泊を好む旅行客が増えた。昔ながらの日本

種田守宏 さん
ちょうようかんほんけ
朝陽館本家

創業時に建築された本館
明治の和風建築らしい凝った造りとなっている。

種田守宏さん

老 舗 探 訪（Ⅲ）
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1 月号
編集後記

　明けましておめでとうございます。昨年の日本は地震や豪雨、記録的猛暑などの災害にみまわれ、経済においては米国
の保護主義政策による景気の低迷と「災」の多い年でありましたが、今年は平成が終わり新らたに天皇陛下が即位され新
しい元号がスタートする記念すべき年となります。また、消費税率改定と共に軽減税率制度導入も控え変革の多い年と
なりそうです。今年の干支は「亥年」ですが亥年には「無病息災」「猪突猛進」の意味があると言われています、皆様には、
ご健康で目標に向かい一直線に突き進み良い結果を残せる実り多き年になりますようお祈り申し上げます。　（小能　記）

我社の一言 PR

我社の一言 PR

☞ 会社名：輝達商事株式会社
☞ 代表者：林 輝
☞ 所在地：東京都文京区湯島 2-6-2
　　　　　 SORA お茶の水マンション 1F
☞ TEL/FAX：03-5944-9968
☞ U R L ：https://www.terutatsu.co.jp

☞ 会社名：キヨラカ株式会社
☞ 代表者：木田 克也
☞ 所在地：東京都文京区湯島 3-31-1-801
☞  ＴＥＬ：03-5812-4732　FAX：03-5812-4768
☞ U R L ：https://kiyorak.com/

各種分析装置の中古買取業。価値ある機材を不要な方

と必要な方の橋渡しをして、必要な方の価値創造に貢

献します。リサイクル・リユースされ新しいものが創

造されることが何よりの社会貢献で私たちの喜びで

す。資源循環から環境を守るゼロ・エミッションが私

たちの目標です。

国内外からのユニーク商品を仕入れ販売し

ています。ＯＥＭ、ＯＤＭも請け負ってい

ます。また、通販向けの商材もご紹介くだ

さい。

の情趣を求める外国人観光客などから人気を
集めるようになったが、経営は苦しくなった。
　それ以上に種田さんを悩ませたのが、老舗
特有の建物の維持管理の難しさだった。「修理
できる技術を持つ職人がいなくなって、壊れて
も簡単には修理できないんですよ。その他にも
維持するのにさまざまな費用がかかり、経営的
に大変でした。息子があとを継いだのですが、
このまま続けていくのは困難な状況です」。
　かつて本郷には、１００軒を超える旅館が

あったが、そのほとんどがホテルやマンション
に姿を変えた。「残念ですが、これも時代の流
れです。形が変わっても、これまで培ってきた
伝統とおもてなしの心を忘れず、継承していき
たいと思っています」。
※平成28（２０１６）年３月、旅館としての営業を終えた。

「蘭の間」
昭和20年代後半、手塚治虫
が泊まって仕事をしていたカ
ンヅメ部屋。戦後増築された
右側建物（向かって右側）の２
階の角にある。

本館客室

廊下の天井

名前がぴったり合うように
彫られた部屋の扉

文京区史写真集
「写真で綴る（文の京）歴史と文化のまち」

（平成29年文京区発行）
より転載
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